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令和７年度 東京都立八丈高等学校定時制課程 学校経営報告 

東京都立八丈高等学校長     

東  達 康   

１ 今年度の取組目標と方策 

（１）教育活動への取組と自己評価 

 取組 成果と今後に向けて（自己評価） 

学習指導 目標：グランドデザインに基づいた教育課

程の充実と魅力ある教育活動、進路希望の 

より高いレベルでの実現を目指した授業の

充実化 

【方策と数値目標】授業満足度（肯定的評

価）90％(令和６年度 82%)、各教員が自己

の授業を録画し記録（年 2回以上） 

ア 教員の資質･能力の更なる向上のため、

個人の研鑽をはじめ、オンラインでの

教員研修など、意図的、計画的、組織

的な研修を推進する。将来のデジタル

教科書や校務・採点支援システム化に

よるＩＴ化、ＡＩやＩＣＴの活用を推

進する。 

イ 高大連携や地域と協働した探究的な学

びを推進し、地域課題解決に挑戦する

創造的な人材を継続して育成する。 

 

 

 

 

ウ 島内の小・中学校との教科間及び学校

間連携のため、町教委主催の教育研究

会の各部会や授業公開等に参加するな

どして、生徒情報の共有化及び指導と

評価の内容や方法の改善を図る。 

 

エ ＩＴ化推進や、ＩＣＴ機器の活用を推

進する。 

 

オ 全教育活動を通じて、オリンピック・

パラリンピック教育を推進し、国際交

流など八高のレガシーを構築する。 

カ Hawaii の高校や大学と連携、姉妹校協

定を推進し、教育内容の充実化、魅力

ア カリキュラムマネジメントを行い、教科、

分掌、学年間での情報共有し組織的な授

業改善の取り組みを推進できた。「学びの

羅針盤」を生徒に説明・配布及び学校 HP

へ掲載するとともに保護者会等で保護者

へ周知を図り、家庭と連携した学力向上

や募集対策などに活用できた。 

イ 少人数を活かした対話的で深い学びの授

業と図書館やＩＣＴ機器を活用した主体

的で深い学びの授業を実践した。ＴＧＧ

を活用してオンライン学習の取組を意図

的・計画的に実施し、生徒の到達度に応

じた授業展開を行った。進路希望に合わ

せて島嶼地区の高等学校が連携してオン

ラインチューターの活用を図った。 

Teams や Forms 等、一人１台タブレットを

活用して、生徒の主体的な学習を支援し

学習習慣の定着化を推進した。学校設定

科目「ベーシック」での「読む・書く・

計算する」の活動を通してチャレンジ精

神を醸成し基礎学力の定着を図った。 

ウ 校内及び小・中学校の授業参観・授業研

究、夏季休業中の出前授業の実践を全職

員が行い異校種相互の系統的授業力の向

上を図り、同時に地域社会の抱える問題

及び生徒情報の共有（ＤＸ化の推進）等

の推進が図れた。 

エ ＩＣＴ機器を活用した授業つくりや生徒

会活動を強力に推進した。 

オ 体育祭や文化祭（八高祭）の際に事前・

事後指導を実践し、生徒全員が行事運営

の振返りを発表する機会を設け、失敗を

次に活かす取組みとともに生徒個々のプ

レゼンテーション力を涵養した。 

カ 令和７年度は、定時制生徒は海外校の高
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化を推進する。 

キ 学校行事の全・定・分教室共同開催に

向けて体育祭で一部参加、文化祭は飲

食の提供と各教科等の展示が行えた。 

校生との交流は実施しなかった。 

キ 関係機関と連携して、租税教育・金融教

育・消費者教育等を実施し、主権者意識

を涵養した。 

生活指導 

・健康づく

り 

目標：生徒の健全育成と心身の健康、体力の

向上 

【方策と数値目標】中途退学者ゼロ 

ア 特別支援コーディネータを中心に個別

支援委員会を構築し生徒の相談活動の

充実を図るとともに教員のカウンセリ

ング技術向上を図る研修会を計画的に

開催する。 

イ 都立高校通級による指導を導入し、発

達障害のある生徒への支援の充実を図

る。 

ウ 教科「人間と社会」では、探究学習・

キャリア教育の視点から、生徒の進路

学習や自己肯定感等をはぐくむ企画や

工夫を「産学官民」連携して行う。ま

た、地域への貢献活動を行い、地域を

愛する心を醸成する。 

 

 

 

エ 第１年次において、構成的なグループ

エンカウンターのプログラムを実施す

るなど、中途退学の未然防止を図る。 

 

 

オ 食育リーダーと給食運営委員会・学校

保健安全員会が、生徒対象の講演会等

を実施し、バランスのとれた食事の重

要性を説き、食の重要性と健康、体力

の向上の理解を深めさせる。 

 

カ 国際的なコミュニケーション能力育成

を図るため、TOKYO GLOBAL 

GATEWAY( TGG) 等を利用した移動

教室を実施する。 

 

 

キ エンジョイスポーツプロジェクト事業

に参加し、様々な切り口でスポーツや

健康にコミットし、生徒の健康増進を

★退学者０名 

ア 個別支援会議を週２回実施し、要支援生徒

の把握に努め、SC と連携して生徒面談の

実施及び支援の在り方等を全教職員が共

有し、生徒対応・保護者対応を行った。 

イ 令和 7 年度から外部の通級事業者と連携

して生徒の通級指導を行った。令和８年度

も更新決定し、進路希望実現と社会性の向

上を図るための指導を継続する。 

ウ 地域の警察署・消防署と連携して、セーフ

ティ教室を年３回以上実施し、規範意識・

生命尊重・人権の精神を涵養した。主権者

教育にも取組み、選挙管理委員会の指導の

下、校内で模擬選挙と投票を行った。防災

教育として、八丈町消防本部との連携によ

る講話及び避難所設営に係る演習を実施

し、社会貢献力を高めた。また 1 年生をは

じめ他学年の生徒も対象として、一泊二日

の宿泊防災訓練を実施し、防災意識の向上

を図った 

エ １～３学年でドラマケーションの手法を

用いたコミュニケーション活動のプログ

ラムを実施し、他者とのかかわりについて

学び自己を見つめなおすことで、他者理解

の涵養や中途退学の未然防止を図った。 

オ 旬の食材や八丈島の特産物や全日制園芸

科の生産品を活用した給食メニューを工

夫し、日本の伝統文化や季節的な行事等へ

の理解の深化を図った。学校ＨＰにも献立

や給食写真の掲載を増やし、情報発信に努

めた。 

カ TOKYO GLOBAL GATEWAYのオンラインＶＲ

教材を使って、生徒の語学スキルの向上と

国際感覚の涵養を図った。ＡＬＴの給食喫

食や定時制行事へ参加を推進した。 

キ エンジョイスポーツプロジェクトを全学

年対象で実施した。生徒の健康に対する意

識を高め、心身の健康を保持増進できた。

生活習慣の改善や心の健康についての講

話や筋トレ、新スポーツ競技（ベースボー
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図る。 

 

ル５など）の実技指導を行った。 

進路指導 目標：系統的なキャリア教育の推進 

【方策と数値目標】キャリア講演会年 2回以

上 進路決定率 100％ 

ア 入学から卒業までのキャリア教育の全

体計画に基づき、生徒が希望する進路

の高いレベルでの実現に向けて、「最

後まであきらめない」進路指導・進路

学習を実践する。 

イ 生徒の進路希望を高いレベルで実現す

るため、生徒一人一人の社会的、職業

的自立に向けた基盤となる非認知能力

や態度を育成する。 

 

 

 

 

 

ウ 生徒の主体的な進路選択を支援するた

め、島内外の団体や公的機関と連携を図

り、適切な進路情報の提供に努める。 

★3/31 現在の進路決定状況（４年生３名中、 

島内就職内定 1 名、島外専校進学決定２名） 

 

ア 進路希望の多様化と生徒の学力レベルに

合わせた個別対応を図るため、適宜補習・

補講を行い、必要に応じてオンラインチュ

ーター制度の活用を組織的に行った。 

 

イ 冊子「キャリアコンパス」を活用し、定期

的な就労系YSWによる支援と入学後早い

時期からの意図的・計画的な進路学習を推

進し、個々の生徒の進路意識の醸成及びス

キルの習得、進路実現を図った。 

進路選択に向けた面接指導、保護者会や保

護者面談等の日程を授業公開や講演会の

日程に重ねる工夫により効率化と充実化

を図った。 

ウ 島内外の就労先確保に向け、関係機関（八

丈町商工会、健康福祉課、ハローワーク飯

田橋）と連携し適切な進路指導を行った。 

特別活動

等 

目標：特別活動等の充実化とリーダーの養成 

【方策と数値目標】部活動全員加入 

ア 生徒が主体的に活動できる学校行事(特

活の日)を展開し、生徒全員の参加を目

指す。 

 

イ 「特活の日」や「八高祭」等の特別活動

を生徒が主体的に工夫・改善するととも

に全学年対象で実施する教育活動を通

して、「他者を認める」態度と「段取り

力」を育成し、探究学習を推進する。 

ア 部活動全員加入を目指して活動した。八丈

島の自然・気候や伝統を意識して、地域理

解及び野菜や植物の栽培等、科学的な知

識・技能の深化を図る探究的な学習に結び

付けて主体的に活動した。 

イ 各行事をとおして、生徒会役員および実行

委員生徒を組織・育成し、生徒が主体的に

学校行事等を企画・運営して「リーダーシ

ップ」、「組織貢献力」の向上を図り、「帰

属意識」を高めて「達成感」を得た。その

功績をたたえ、東京都教育委員会から生徒

会活動に対して令和 7 年度『児童・生徒表

彰』を授与された。 

家庭･地域

との連携

協力･交流

活動、学校

広報活動 

目標：ＩＴや経営資源を活用した地域や保護

者との連携強化 

【方策と数値目標】学校ＨＰ更新月 4 回以

上、島外保護者会年 3 回 

ア Ｘ(旧 twitter)とＨＰの更新で適時的

な情報発信と広報活動の充実を図っ

た。 

 

イ 意図的・計画的な八高島留学生フォー

ア 「星空観察教室」などの島内（地域）向け

の学校主催の対外的なイベントは「広報は

ちじょう」等の広報誌へ掲載を依頼した。

学校 HP の更新を月 4 回以上行った。 

イ 保護者会（年 3 回開催）により家庭との協

力体制を強化した。島留学生フォーラムの

教育課程上の位置づけについては令和 8

年度に再検討する。 

令和７年度は都立高校ＥＸＰＯⅠ及びⅡ
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ラム等を実施して島外での広報活動を

強化した。 

ウ 学校運営連絡協議会及び学校サポート

チームを活性化させ支援を定着させる

とともに、募集・広報活動等、地域か

らの学校理解の強化を図る。 

への参加や各種進学説明会での広報活動、

都内夜間中学校への訪問など行った。 

ウ 学校施設開放の一環として天文施設を活

用した「星空観測教室」を実施し、天文部

の生徒が部活動の一環として講師を務め、

丁寧な説明とわかりやすいビジュアルを

使って幅広い年齢層のお客様に対応でき

た。夏と冬のイベントとしてしっかりと地

域に定着し、参加者の中には生徒の保護者

や地域の職場で働く方々、近隣の学校関係

者等のリピーターも増えた。 

学校経営・ 

組織体制 

目標：学校経営の適正化と組織の活性化 

【方策と数値目標】前後超勤月 45 時間以上

の職員ゼロ、いじめや生徒事故・体罰等の服

務事故ゼロ 

ア 企画調整会議・分掌会議を中心とした

学校経営を行い主幹教諭を中心とし

て、組織的に職務を遂行し適正な学校

経営を行う。 

イ ライフ･ワーク･バランスに配慮した勤

務環境の下で業務の効率化を図る。 

 

ウ 経営企画室による学校経営参画を推進

し教育系職員と行政系職員とが連携し

て学校運営や施設管理を行う 。 

 

エ 管理職及びミドルリーダー層のマネジ

メント能力を向上させ、組織的な学校

経営の強化を図る。 

ア 学校として一体的な体制整備のため、ＳＣ

やデジタル支援員等の専門スタッフの支

援を得るとともに地域の専門機関（行政機

関）との協働・連携を通じた教育支援活動

の充実を図った。 

イ 在校時間の適切な把握と意識改革を推進

した。教員の専門性が求められる業務と役

割分担を精選し、ＩＴ化（ＤＸ化）の推進

を図り、業務改善をさらに推進した。 

ウ 服務事故の防止に向けて、管理体制を点検

し意識定着のための職員研修を全職員が

オンラインで行うなどＩＣＴも活用し、日

常の注意喚起により教育公務員としての

規範意識を醸成できた。 

 

エ 資質・能力の向上、学校課題の解決に向け

た校内研修及びＯＪＴの充実と人材育成

を計画的に行った。個々の生徒の特性に応

じて、本校全日制課程及び青鳥特別支援学

校八丈分教室との協働・連携も積極的に進

め、生徒や保護者が参加する学校行事の共

催や企画・運営、エリアネットワークを活

かしたインクルーシブ教育の視点での本

校独自の取組を強化・推進できた。 
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（２）重点目標達成率と次年度以降の課題と対応策   (令和 8 年３月 31 日現在) 

 学習指導 

⚫ 授業の満足度（肯定的評価）数値目標 令和７年度目標 100％ (未達成) 

令和４年度実績 令和５年度 令和６年度 令和 7 年度 

72.2％ 79％ 82%  90% 

（次年度への課題）ICT を活用した「学びたくなる授業」の定着を更に進める。  

 生活指導・健康づくり 

⚫ 部活動加入率 数値目標 令和７年度目標 100％   (未達成) 

令和４年度実績 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

110％(兼部) 120％(兼部) 163%(兼部) 
90%(男子 125％、 

女子 0％) 

（次年度への課題）部活動の活性化、生徒主体の活動を推進する。(※部活動は、複数加入可です) 

 進路指導 

⚫ 卒業時の進路決定率 数値目標 令和７年度目標 100％ (達成) 

令和４年度実績 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

70％ 70% 100％   100％ 

（次年度への課題）4 年間を通じて生徒の適性を踏まえた指導の充実を図る。 

 その他の教育活動における 数値目標 

⚫ 中途退学者（進路変更者）令和７年度目標 0名 (達成) 

令和４年度実績 令和５年度 令和６年度 令和 7 年度 

0 名 2 名 1 名 0 名 

（次年度への課題）入学前の学校との連携体制の充実、生徒一人一人に対応した支援策を図る。 

⚫ HP・X(twitter) 更新回数 令和 7年度目標 月 4回以上 (達成) 

令和４年度実績 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

20・22 回 50・62 回 50・92 回 100・120 回 

（次年度への課題）行事報告などを適時的に発信し、定時制課程のイメージ向上のため広報活動を行う。 

⚫ 週当たり超勤時間 45 時間超の教員ゼロ 令和７年度目標 0名 (達成) 

令和４年度実績 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 名 0 名 0 名    0 名 

（次年度への課題）業務内容の見直し、会議時間の削減と効率化を推進し、定時出退勤を徹底する。 

 

（３）令和８年度の重点目標 

    ① 非認知能力育成への考察 

     新しい時代に必要な能力である非認知能力を日々の教育活動でどのように育んでいくか、 

令和７年度に引き続き考察と検証をすすめる。 

     

② 計画的なキャリア教育の再構築 

     生徒の適性や能力を活かした進路の実現に向け、在学中４年間のキャリア教育の構築に 

全教員で取り組む。 

     

    ③ 通級による指導を継続して行い、都立青鳥特別支援学校八丈分教室とのエリアネッ 

トワークを活かし、さらに通級支援の外部事業者の支援と助言を得て、生徒の特性に 

応じた指導（学習指導・社会性向上指導・進路（就労）指導等）に定時制職員全体で 

各分掌横断的に協働して取り組み、通級対象生徒の進路実現を目指す。 


